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   図書館長からのメッセージ 

 学びを深める場としての図書館 

図書館長 松尾 量子 

 山口県立大学図書館が北キャンパスにグランド･オープンして２年が経ちまし

た。従来の図書館のイメージを一新するような、明るく開放的な空間に書架が並ん

でいます。１階には PC 用のコンセントを備えた閲覧席、OPAC 検索コーナーやデジ

タル資料閲覧コーナー、ラーニングコモンズ等があります。２階には、アクティブ

ラーニングルームやグループ学習室、研修室が整備されています。アクティブラーニ

ングルームは前日までにカウンターで手続きすることで予約できます。グループ学

習室、研修室については、YPU ポータルで予約可能です。定期試験の頃に入館者数が急増し、閲覧席

が満杯になることは、昔も今も変わらない大学図書館の風景ですが、グループでの学習や調べ物、発

表資料の作成等に取り組むことができるスペースの活用が進むことで、ひとりひとりの学びが深まり、

新しい知との出会いに繋がることを期待しています。 

 この数年で大学図書館においてもオンライン化が進み、蔵書検索、電子ジャーナルやデータベース

の閲覧など、図書館に足を運ばずとも利用できるサービスが増えました。手元のパソコンやスマートフォン

を使って、必要な時に必要な場所から、図書館サービスにアクセスすることができる、このような時

代に図書館にはどのような役割が求められるのでしょうか？この問いを抱きながら、図書館職員と共に、

学生の皆様、教職員の皆様にとってよりよい図書館となるよう、努力していきたいと思っています。 
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   202２年度の図書館の活動をふりかえる 

 2022 年度に図書館で開催したイベントや企画展示をご紹介します。 

 

 2023 年度も図書館は積極的にイベントや企画展示を開催しますので、ご期待ください。  

 

図書館学生協働 YPU LEC メ

ンバーが案内係を務めまし

た。

冊数が増え、期間が長くな

りました。

 

集密書架の通路に入った後

に、安全バーを下してくださ

い。

 

本学の変遷をたどり、当時の

教材、卒業証書などを展示しまし

た。

 

 YPU Libraryフォトコンテスト

入賞者の皆さん

安全バー 

冊数 期間 冊数 期間

学部学生 10冊以内 ２週間 ３冊以内 １週間

大学院生 10冊以内 １か月 ３冊以内 １週間

図書 雑誌
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   フォトコンテストの結果発表 

 2022 年 11 月から第２回「YPU Library フォトコンテスト」が行われ、全 11 作品の応募がありまし

た。ご協力、ありがとうございました。今回は皆さんに Web 上で人気投票をしていただき、その結果

も審査に加点されました。審査の結果は次のとおりです。 

 

 ♕最優秀賞：社会福祉学科２年 紹慶明日香さん「虹の掛かる本棚」 

 ♕優秀賞：文化創造学科３年 石田悠華さん「文献探し」 

 ♕優秀賞：文化創造学科１年 中島彩夏さん「図書館の不思議」 

 ♕入  賞：国際文化学科４年 淵崎朱里さん「大学生活での目標達成」 

 ♕入  賞：文化創造学科１年 粟田想良さん「本はひらめきの種」 

 ♕入  賞：文化創造学科１年 白石蓮太さん「灯火」 

 

 2023年２月 21日に図書館にて表彰式が行われ、松尾量子館長から賞状と記念品が贈呈されました。

受賞者の皆さん、おめでとうございます！ 

 

   おすすめの１冊 

国際文化学部文化創造学科 講師 仲村 拓真 
 

『読んでいない本について堂々と語る方法』 

 ピエール・バイヤール著;大浦康介訳、筑摩書房、2008 年 

                    （図書の詳細はこちら）→ 

 

 図書館報で紹介するには、似つかわしくないタイトルかもしれない。しかし、本

書は、決して軽薄な内容ではなく、真摯に読書を考察した一冊であり、メディア論

研究でも、しばしば取り上げられている著作である。 

 著者のバイヤールによれば、人々は、読書について、３つの規範に囚われているという。第一に、

読書は神聖なものであり、神聖化された本は読んでいなければならない。第二に、本は通読しなけれ

ばならない。第三に、ある本について語るためには、その本を読んでいなければならない。そして、

これらの規範は、とりわけ、学校教育によって身につけられるという。 

 しかし、バイヤールは、「読んだ」といえるのは、どういう状態なのか、と疑問を呈する。そもそも、

本の内容を正確に理解し、記憶しつづけることなどできるのだろうか。そこで、本書では、人々が、

読書について、どのように振る舞っているのかが考察されている。 

 大学生活において、本を読まなければならない機会は、少なくないと予想するが、読書に苦手意識

がある人にこそ、本書を手に取ってほしい。内容が難しく感じたら、訳者あとがきを先に読むとよい。 

 もちろん、本書は、大学において、用語や背景などを理解しないまま、文献を読み進めたり、検討

すべき文献を見ずに、レポートや卒業論文を仕上げたりすることを推奨するものでは決してない。本

書から読み取るべきは、読書を、権威的で、堅苦しく、正確さが問われるものとして捉える必要はな

いということである。 

 ところで、私は、本書を紹介するにあたって、本書を「読んだ」といえるのだろうか。ぜひ、本書

を繙いて、確かめてほしい。 

最優秀賞作品 
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   ２０２３年度電子書籍・データベースのサービス開始のお知らせ 

 Maruzen e-Book Library 試読サービスの開始 

 2023 年４月１日～2024 年３月 31 日の間、試読サービスを実施します。Maruzen e-Book Library は 

約 15 万点の学術分野等の図書が読める電子書籍サイトです。学習・教育・研究等にぜひ、お役立てく

ださい。 

 昨年度試読サービスを実施した結果、179 冊を購入しました。購入した電子書籍は紙の図書と同様

に OPAC で検索できます。 

 

 

 

 

 

 

 毎日新聞社データベース「毎索」を導入 

 昨年度トライアルを実施した結果、2023 年４月１日から毎索を導入することになりました。毎索は

1872 年（明治５年）の創刊号から現在まで、毎日新聞に掲載された記事を日付やキーワードで検索で

きます。朝日新聞クロスサーチ、読売新聞社ヨミダス歴史館とあわせてご活用ください。 

 

   開館カレンダー（202３年度前期） 

 2023 年度前期（2023 年４月から 2023 年９月）の図書館開館カレンダーです。 

 休館日は変更になる可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   編集後記 

 本号の標題には、第２回「YPU Library フォトコンテスト」で最優秀賞を受賞した紹慶明日香さんの作

品を使用しています。「YPU Library フォトコンテスト」は今年度も開催予定です。お楽しみに！【Ｓ】 
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